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歌
人
・
逗
子
八
郎
研
究

｜
文
芸
エ
リ
ー
ト
及
び
厚
生
運
動
の
視
点
か
ら
｜

一
）

付
・
新
資
料

高
見
順
「
言
葉
の
時
代
性
に
就
い
て
」

田

中

綾

は

じ

め

に

逗
子
八
郎
｜

そ
の
名
は
、
短
歌
史
に
お
い
て
二
方
面
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。
一
方
は
、
第
二
次「
短
歌
と
方
法
」（
昭
和
八
年
一
〇
月
〜
一
八
年

八
月
）
を
刊
行
主
宰
し
た
、
昭
和
初
期
の
新
短
歌
運
動
の
旗
手
の
一
人
と

し
て
で
あ
る
。
そ
し
て
他
方
は
、
戦
時
言
論
統
制
下
の
内
閣
情
報
局
「
井

上
司
朗
情
報
官
」
と
し
て
で
あ
る
。
本
名
で
あ
る
後
者
と
と
も
に
記
述
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、た
と
え
ば
戦
後
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
順
三『
近

代
短
歌
史
』（
真
理
社
、
昭
和
二
四
年
）
に
は
、「
情
報
局
に
は
逗
子
八
郎

（
本
名
井
上
司
朗
）が
文
芸
課
長
の
椅
子
に
あ
つ
て
、
歌
壇
の
統
制
に
あ
た

り
、
短
歌
報
國
の
指
揮
者
と
な
つ
た
」
と
あ
り
、
近
刊
の
三
枝
昂
之
氏
の

『
昭
和
短
歌
の
精
神
史
』（
本
阿
弥
書
店
、
平
成
一
七
年
）に
も
、「
情
報
局

第
二
部
文
芸
課
長
井
上
司
朗
は
逗
子
八
郎
と
い
う
筆
名
を
持
つ
歌
人
で
も

あ
っ
た
。
戦
時
中
は
職
業
上
の
立
場
を
利
用
し
て
さ
か
ん
に
指
導
、
歌
人

た
ち
に
は
評
判
が
悪
か
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

出
版
史
に
お
い
て
は
、
逗
子
八
郎
は
、
長
谷
川
巳
之
吉
の
第
一
書
房
の

廃
業
に
か
か
わ
る
一
人
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
第
一
書
房
は
、
堀
口

大
學
や
萩
原
朔
太
郎
の
訳
詩
集
・
詩
集
を
天
金
の
造
本
で
出
版
し
、
大
正

末
か
ら
昭
和
期
に
〞
第
一
書
房
文
化
〝
を
築
い
た
出
版
社
で
あ
る
が
、
最

盛
期
の
昭
和
一
九
年
、
逗
子
八
郎
の
歌
集
『
八
十
氏
川
』
他
一
冊
の
刊
行

を
最
後
に
、
二
一
年
の
事
業
を
終
え
た
。
戦
争
末
期
の
企
業
整
備
令
に
よ

り
、
第
一
書
房
は
講
談
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
が
、
そ
の
仲
介
役
に
、
内

閣
情
報
局
情
報
官
と
し
て
の
井
上
司
朗
が
関
係
し
て
い
た
と
い
う
記
述
も

１
）

あ
る
。

（

）
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逗
子
八
郎
／
井
上
司
朗
（
明
治
三
六
〜
平
成
三
年
）
に
つ
い
て
の
実
証

的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
内
野
光
子
氏
『
短
歌
と
天
皇
制
』（
風
媒
社
、

一
九
八
八
年
）

章
に
「
あ
る
歌
人
の
た
ど
っ
た
道
｜

逗
子
八
郎
は
一

人
か
」
が
あ
り
、
内
閣
情
報
局
設
置
の
経
過
か
ら
、
職
員
配
置
、
情
報
官

と
し
て
の
井
上
司
朗
の
発
言
な
ど
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
内
野
氏
は
、
任

官
ま
で
の
歌
人
・
逗
子
八
郎
と
し
て
の
活
動
も
「
新
短
歌
運
動
の
旗
手
」

と
し
て
三
頁
余
に
わ
た
っ
て
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
、
歌
人
と
し

て
の
逗
子
八
郎
の
活
動
は
、「
井
上
司
朗
情
報
官
」の
背
景
に
置
か
れ
が
ち

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
中
島
健
蔵
が
『
回
想
の
文
学
』
第
五
巻
で
、「
内
閣
情

報
局
の
文
芸
課
長
で
、
歌
人
あ
が
り
と
い
う
井
上
司
朗
と
い
う
人
間
が
、

権
力
の
手
先
き
と
し
て
暴
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
」
と
述
べ
た
一
文
は
典
型

的
な
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
井
上
自
身
が
、「
ま
ず『
歌
人
あ
が
り
』

と
い
う
表
現
。
こ
れ
は
、
相
手
の
経
歴
に
対
し
て
何
ら
調
査
し
て
な
い
極

め
て
無
礼
な
発
言
で
あ
る
と
共
に
、
歌
人
一
般
に
対
す
る
抜
き
難
い
蔑
視

が
漂
っ
て

２
）

い
る
」
と
反
論
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
に
、
歌
人
・
逗
子
八

郎
研
究
の
不
備
が
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
平
野
謙
は
、
戦
時
下
の
内

閣
情
報
局
第
五
部
第
三
課
で
、
二
年
ほ
ど
嘱
託
で
職
を
得
て
い
た
が
、
戦

後
に
な
っ
て
「
私
一
個
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
鈴
木

３
）

庫
三
の
な
が
し
た
害

毒
と
井
上
司
朗
の
果
し
た
役
割
と
を
比
較
し
た
ら
、
後
者
の
ウ
ェ
イ
ト
は

微
弱
き
わ
ま
る
も
の
だ
っ
た
、
と
信
じ
て

４
）

い
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
そ

の
「
微
弱
」
さ
も
、
短
歌
史
で
は
ほ
ぼ
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ

て
い
る
。「
歌
人
あ
が
り
」と
い
う
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、
逗
子
八
郎
が

新
短
歌
運
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法

論
を
展
開
し
て
い
た
か
、
と
い
う
文
学
的
研
究
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
中
野
嘉
一
『
新
短
歌
の
歴
史

自
由

律
運
動
半
世
紀
の
歩
み
と
展
望
』（
昭
森
社
、
昭
和
四
二
年
）以
外
、
丁
寧

に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
新
短
歌
運
動
に
比
較
的
多
く
の
頁
数
を
割
い
て

い
る
渡
辺
順
三
『
近
代
短
歌
史
』（
前
出
）
や
、
土
屋
文
明
編
『
昭
和
短
歌

史
』（
春
秋
社
、
昭
和
三
三
年
）、
木
俣
修
『
昭
和
短
歌
史
』（
明
治
書
院
、

昭
和
三
九
年
）
に
は
、
作
品
引
用
や
雑
誌
主
宰
者
と
し
て
逗
子
八
郎
の
名

は
記
述
が
あ
る
が
、「
短
歌
と
方
法
」
前
史
と
い
え
る
歌
誌
「
勁
草
」
で
の

逗
子
八
郎
の
作
品
や
、理
論
構
築
の
経
緯
に
ふ
れ
た
文
献
は
見
出
せ
な
い
。

今
日
、
初
期
の
「
勁
草
」
と
「
短
歌
と
方
法
」
は
入
手
困
難
な
状
況
に
も

あ
る
が
、
新
短
歌
運
動
推
進
者
の
一
人
で
あ
る
逗
子
八
郎
に
つ
い
て
、「
勁

草
」
時
代
の
活
動
も
含
め
、
改
め
て
短
歌
史
的
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
主
要
モ
チ
ー
フ
は
そ
の
点
に
あ
る
。

近
年
、
新
短
歌
運
動
で
は
逗
子
八
郎
の
先
達
と
い
え
る
石
原
純
（
明
治

一
四
〜
昭
和
二
二
年
）
に
光
が
当
て
ら
れ
て
き
て

５
）

い
る
。
石
原
純
は
新
短

歌
運
動
の
ほ
ぼ
中
枢
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
活
動
の
総
体
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
平
成
一
五
年
、
石
原
純
の「
新
短
歌
」
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提
唱
八
〇
年
を
記
念
し
て
、
和
田
耕
作
氏
に
よ
る
評
伝
『
石
原
純

科
学

と
短
歌
の
人
生
』
が
刊
行
さ
れ
、
和
田
氏
編
纂
に
よ
る
『
石
原
純
歌
論
集
』

『
石
原
純
全
歌
集
』も
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。短
歌
史
を
俯
瞰
す
る
な
ら
、

昭
和
五
〜
一
一
年
頃
、
新
短
歌
は
伝
統
的
な
定
型
短
歌
と
二
分
す
る
ほ
ど

の
作
品
数
が
誌
面
に
発
表
さ
れ
て
い
た
。
今
後
、
本
格
的
な
石
原
純
研
究

が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
、
新
短
歌
の
歴
史
自
体
も
見
直
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と

だ
ろ
う
。

そ
の
短
歌
史
的
課
題
も
視
野
に
、
逗
子
八
郎
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の

三
つ
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
旧
制
第
一
高
等
学
校
文
芸
部
委
員
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
進
学
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
文
芸
エ
リ
ー
ト
」
と
し
て
の
逗
子
八
郎
の
創
作

（
短
歌
・
小
説
・
評
論
）
の
評
価

②「
短
歌
と
方
法
」
以
前
の
、「
勁
草
」
に
お
け
る
逗
子
八
郎
の
創
作
（
短

歌
・
小
説
・
評
論
）
の
評
価

③
厚
生
運
動
と
同
行
す
る
逗
子
八
郎
の
山
岳
短
歌
・
紀
行
集
の
検
証
と

評
価

①
に
関
し
て
は
、
こ
の
ほ
ど
旧
制
一
高
「
校
友
会
雑
誌
」
が
復
刻
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
稲
垣
眞
美
氏
の
『
旧
制
一
高
の
文

学
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
一
八
年
）
に
お
い
て
も
、
逗
子
八
郎
（
当
時
は

本
名
の
井
上
司
朗
）
と
神
西
清
、
堀
辰
雄
ら
と
の
交
友
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
交
友
関
係
も
含
め
て
、
一
高
短
歌
会
、
向
陵
詩
社
に

お
け
る
逗
子
八
郎
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

③
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
短
歌
史
的
に
も
文
化
研
究
史
的
に
も
論
じ

ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
が
、
逗
子
八
郎
の
新
短
歌
は
多
く
が
山
岳
詠
で
あ

り
、
短
歌
史
で
も
稀
少
と
い
え
る
山
岳
歌
集
を
上
梓
し
て
い
る
。
か
つ
、

逗
子
／
井
上
は
、
日
本
国
家
が
推
進
し
た
厚
生
運
動
の
一
つ
で
あ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
と
、
国
民
の
精
神
鍛
錬
の
場
と
し
て
の
国
立
公
園
思
想
の
普
及
に

早
く
か
ら
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。昭
和
期
の〞
健
康
ブ
ー

ム
〝
に
伴
走
し
た
一
人
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
山
岳
短
歌
と
紀
行
集
双

方
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

①
と
③
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
と
し
て
、
本
稿
で
は
②
に
つ
い
て
、

昭
和
初
期
の
短
歌
概
観
と
、
逗
子
八
郎
が
「
短
歌
と
方
法
」
を
主
宰
す
る

以
前
の
、
歌
誌
「
勁
草
」
で
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一

「
勁
草
」
時
代
の
逗
子
八
郎

一
）

宇
都
野
研
「
勁
草
」

「
勁
草
」
は
、
宇
都
野
研
（
明
治
一
〇
〜
昭
和
一
三
年
）
が
昭
和
四
年
に
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東
京
で
創
刊
し
た
歌
誌
で
あ
る
。

宇
都
野
研
は
愛
知
県
生
ま
れ
、
逗
子
と
同
じ
く
旧
制
第
一
高
等
学
校
か

ら
東
京
帝
国
大
学
に
進
み
、
医
科
を
卒
業
し
た
。
明
治
四
五
年
に
東
京
市

本
郷
で
小
児
科
病
院
を
開
業
、医
師
と
し
て
盛
名
を
は
せ
、四
〇
歳
に
な
っ

て
か
ら
作
歌
を
は
じ
め
た
。
当
初
は
住
所
の
近
か
っ
た
佐
佐
木
信
綱
に
歌

を
学
び
、
病
院
新
築
の
た
め
に
住
ま
い
を
移
し
た
後
、
窪
田
空
穂
に
師
事

し
た
。

逗
子
八
郎
と
宇
都
野
研
と
の
邂
逅
が
い
つ
頃
で
あ
っ
た
の
か
、
明
記
さ

れ
て
は
い
な
い
。
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
井
上
司
朗
主
輯
・
向
陵
詩
社

編
の
『
現
代
抒
情
歌
選
』（
芳
美
閣
）
で
あ
る
。『
現
代
抒
情
歌
選
』
は
大

正
一
四
年
一
月
、
す
で
に
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
し
て
い
た
逗
子
が
、
一

高
の
向
陵
詩
社
の
名
義
で
刊
行
し
た
単
行
本
で
、
二
年
の
月
日
を
か
け
て

与
謝
野
晶
子
、
斎
藤
茂
吉
ら
の
作
品
六
〇
〇
〇
首
余
を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
で
あ
る
。
巻
末
記
に
、
そ
の
編
纂
の
た
め
に
種
々
便
宜
を
与
え
て
く

れ
た
人
々
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
宇
都
野
研
氏
」
の
名

前
が
あ
る
。
こ
の
編
纂
を
機
に
、
両
者
が
出
会
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
よ

う
。大

正
一
四
年
時
の
宇
都
野
研
は
、
窪
田
空
穂
系
の
歌
誌
「
國
歌
」
を
解

体
し
、
内
科
開
業
医
の
対
馬
完
治
ら
と
「
白しら
檮かし
」
を
創
刊
し
て
い
た
。
昭

和
四
年
二
月
に
対
馬
と
別
れ
、「
勁
草
」を
創
刊
。
発
行
所
は
東
京
市
本
郷

区
駒
込
東
片
町
の
宇
都
野
の
自
宅
で
あ
っ
た
。
月
刊
誌
で
あ
る
「
勁
草
」

は
、
当
初
五
〇
〜
六
〇
頁
余
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
昭
和
六
年
四
月
号
（
第

三
巻
第
四
号
）か
ら
は
七
〇
頁
余
に
増
え
、
巻
末
の
編
輯
だ
よ
り
に
も「
部

數
も
増
刷
し
、
全
國
の
書
店
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
一
文

が
書
か
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
社
友
が
増
え
、
掲
載
歌
数
が
増
え
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京
近
郊
の
み
な
ら
ず
全
国
か
ら
一
〇
〇
人
近
い

出
詠
が
あ
り
、
支
社
も
、
札
幌
・
弘
前
・
石
川
・
大
阪
・
長
崎
等
、
幅
広

い
地
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
遠
い
札
幌
に
支
社
が
置
か
れ
た
の
は
、
宇
都

野
の
三
男
が
北
海
道
帝
国
大
学
に
進
学
し
、
北
大
文
芸
部
と
つ
な
が
り
が

で
き
た
た
め
で

６
）

あ
っ
た
。「
勁
草
」
に
は
当
時
の
北
大
予
科
教
授
・
宇
野
親

美
や
北
大
文
芸
部
員
の
山
田
武
彦
ら
も
参
加
、
ほ
か
、
上
海
か
ら
の
旅
日

記
や
、
台
湾
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
便
り
も
コ
ラ
ム
ふ
う
に
掲
載
さ
れ
、
宇

都
野
の
人
脈
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
誌
面
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
「
勁
草
」
に
、
逗
子
八
郎
は
「

７
）

客
員
」
と
し
て
、
毎
号
の
よ
う
に

短
歌
作
品
、
評
論
や
小
説
を
発
表
し
て
い
た
。
社
内
で
は
、「
逗
子
八
郎
君

を
主
と
し
、
長
野
女
史
そ
の
他
の
斡
旋
で
一
時
に
多
勢
の
新
加
入
者
を
迎

へ
る
こ
と
ゝ
な
り
、
い
は
ゆ
る
き﹅
え﹅
さ﹅
う﹅
な
勁
草
誌
、
急
に
強
力
な
る
團

體
と
な
り
さ
う
で
す
」（
第
一
号
第
六
巻
「
編
輯
便
」）
と
、
広
い
人
脈
を

活
か
し
て
加
入
者
も
増
や
し
て
い
た
。
ま
た
、
若
手
を
集
め
て
「
在
京
少

壮
黨
」
を
組
織
し
、
評
論
執
筆
の
分
担
を
と
り
き
め
る
な
ど
、
世
話
役
的
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な
存
在
で
も

８
）

あ
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
六
年
三
月
に
は
「
勁
草
」
横
浜
支
社

を
創
設
し
、逗
子
八
郎
を
中
心
に
一
〇
名
程
度
で
詠
草
批
評
を
行
う
な
ど
、

後
輩
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
誌
面
か
ら
う
か
が

９
）

え
る
。

二
）
「
勁
草
」
創
刊
前
後
の
短
歌
概
観

｜

口
語
自
由
律
短
歌
の
隆
盛
と
飛
行
詠

新
短
歌
は
生
れ
た
。

そ
れ
は
大
正
末
年
か
ら
昭
和
に
移
る
時
期
に
於
け
る
一
つ
の
事
實

で
あ
る
。

石
原

純
「
新
短
歌

10
）

概
論
」

そ
の
揺
る
ぎ
な
い
「
一
つ
の
事
實
」
の
起
点
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
青

山
霞
村
が
提
唱
し
た
口
語
歌
で
あ
る
。
し
か
し
形
式
と
し
て
は
、
五
七
五

七
七
を
遵
守
す
る
定
型
短
歌
で
あ
っ
た
。
口
語
使
用
で
非
定
型
（
以
下
、

「
自
由
律
」の
呼
称
を
用
い
る
）短
歌
が
試
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

大
正
一
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
超
結
社
の
月
刊
誌
「
日
光
」
の
存
在
が
大
き

い
。
当
時
の
歌
壇
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
頂
点
と
し
た
結
社
主
義
の
閉
塞
状

況
に
あ
り
、
そ
こ
に
風
穴
を
あ
け
、
よ
り
自
由
な
、
高
い
詩
精
神
で
の
創

作
を
求
め
た
新
人
・
中
堅
歌
人
ら
が
立
ち
上
げ
た
の
が
「
日
光
」
で
あ
っ

た
。
結
社
色
を
と
り
は
ら
っ
た
同
人
制
新
雑
誌
「
日
光
」
に
、「
明
星
」
系

か
ら
北
原
白
秋
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
系
か
ら
古
泉
千
樫
、
石
原
純
、
釈
迢
空
、

「
心
の
花
」
系
か
ら
木
下
利
玄
、
川
田
順
、「
詩
歌
」
系
か
ら
は
前
田
夕
暮
、

そ
し
て
土
岐
善
麿
ら
が
集
ま
っ
た
。
詩
人
や
画
家
ら
の
寄
稿
も
受
け
、
誌

上
で
は
口
語
自
由
律
短
歌
、
自
由
律
俳
句
が
試
み
ら
れ
、
新
形
式
の
エ
ッ

セ
ー
な
ど
も
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
よ
り
自
覚
的
に
、
口
語
自
由
律
に
よ
る
作
歌
を
選
択

し
て
い
っ
た
の
が
、大
正
一
五
年
一
月
に
成
立
し
た
新
短
歌
協
会
で
あ
る
。

新
短
歌
協
会
に
は
、
青
山
霞
村
、
西
出
朝
風
、
渡
辺
順
三
、
石
原
純
ら
が

参
加
し
、
機
関
誌
と
し
て
、
西
村
陽
吉
が
前
年
創
刊
し
た「
藝
術
と
自
由
」

が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
数
年
後
、
定
型
か
非
定
型
か
を
め
ぐ
る
内
部
的
対

立
や
、
渡
辺
順
三
ら
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
運
動
に
急
接
近
し
て
い
く
過

程
で
求
心
力
を
失
い
、
昭
和
三
年
一
一
月
に
解
散
に
至
っ
た
が
、
し
か
し

そ
れ
は
「
口
語
歌
が
そ
の
究
極
に
ま
で
進
展

11
）

し
た
」
こ
と
を
意
味
し
、
次

な
る
運
動
へ
の
布
石
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

新
短
歌
協
会
の
解
散
と
、
そ
の
数
ヶ
月
後
の
「
勁
草
」
誕
生
の
頃
、
あ

る
新
し
い
歌
材
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
飛
行
機
と
、
飛
行
機

に
搭
乗
し
て
眺
め
た
地
上
の
光
景
で
あ
る
。

昭
和
三
年
、
北
原
白
秋
が
日
本
で
初
め
て
飛
行
機
搭
乗
の
感
想
を
歌
に

託
し
、
発
表
し
た
。
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
委
嘱
を
受
け
た
「
芸
術
飛
行
」
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で
あ
り
、
福
岡
の
大
刀
洗
｜
大
阪
間
を
旅
客
機
ド
リ
ニ
エ
・
メ
ル
ク
ー
ル

号
で
飛
行
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
生
ま
れ
た
。

眼まな
下した
の
深
田
に
映
る
日
の
在あり
處ど
か
が
や
き
し
る
し
月
の
ご
と
見
ゆ

北
原
白
秋

深み
山やま
路ぢ
の
黑くろ
檜ひ
の
木こ
群むら
秀ほ
に
濡
れ
て
ふ
り
し
ば
か
り
の
雲
き

る
る
な

り四
方
の
雲
ひ
た
に
し
づ
け
く
な
り
に
け
り
山やま
峽がひ
ふ
か
く
瀬
の
た
ぎ
ち

見
ゆ

新
し
い
歌
材
で
あ
っ
た
が
、
北
原
白
秋
は
文
語
定
型
の
、
い
わ
ゆ
る
伝

統
短
歌
で
そ
れ
を
作
品
化
し
た
。

対
し
て
、
翌
四
年
一
一
月
二
八
日
、
東
京
朝
日
新
聞
社
の
立
案
で
立
川

飛
行
場
を
飛
び
立
っ
た
四
人
の
歌
人
は
、
機
上
体
験
の
即
詠
を
口
語
自
由

律
で
発
表
し
た
。

自
然
が
ず
ん
〳
〵
體
の
な
か
を
通
つ
て
ゆ
く
。
山
、
山
、
山前

田
夕
暮

た
ち
ま
ち
正
面
か
ら
近
づ
き
近
づ
く
富
士
の
雪
の
光
の
全
體土

岐
善
麿

大
地
の
誘
惑
、
二
千
メ
ー
ト
ル
を
心
ま
し
ぐ
ら
に
墜
落
す

吉
植
庄
亮

電
信
隊

水
池
女
子
大
學
刑
務
所
射
撃
場
塹
壕
赤
羽
の
鐵
橋
隅
田
川

品
川
灣

斎
藤
茂
吉

飛
行
機
に
初
め
て
搭
乗
し
た
四
人
は
、
コ
メ
ッ
ト
一
〇
二
号
機
で
二
時

間
の
コ
ー
ス
を
終
え
、
同
日
付
け
の
夕
刊
に
「
空
中
競
詠
と
／
し
や
れ
た

四
歌
人
」
と
い
う
見
出
し
で
作
品
が
掲
載
さ

12
）

れ
た
。

北
原
白
秋
は
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
自
由
律
短
歌
は
、「
ス
ピ
ー
ド
的
」で

は
あ
る
が
、「
自
由
詩
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
寧
ろ
時
代
遅
れ
」で
あ
る
と
指

摘
し
た
。
そ
し
て
、
自
作
の
散
文
を
比
較
対
象
と
し
て
持
ち
出
し
た
。

さ
て
、
以
上
の
諸
家
の
自
由
律
短
歌
に
對
し
て
、
わ
た
く
し
は
、

そ
の
一
年
前
に
大
朝
紙
上
に
連
載
し
た
散
文
「
天
を
翔
る
」
の
諸
節

を
抜
萃
し
て
み
た
い
と
思
ふ
。

○
流
動
、
流
動

流
動
し
始
め
た
輝
く
芝
生
、
捲
き
起
す
プ
ロ
ペ

ラ
の
嵐
、
嵐
。

略
）

○
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
大
斜
面
の
山
岳
、
丘
陵
、
村
落
、
樹
林
、

格
納
庫
、
飛
行
場
｜

― ―137

（

）
六

北海学園大学人文論集 第41号(2008年11月)



○
眞
夏
の
空
中
は
玻
璃
質
で
あ
る
。
玻
璃
質
立
體
風
景
の
、
な
ん

と
透
明
で
鮮
麗
な
模
型
的
鳥
瞰
。
｜

略
）

○
煙
、
煙
、
煙
、
煙
、
煙
、
ほ
う
、
石
炭
、
煙
突
、
電
線
、
電
線
、

電
線
、
海
港
、
海
港
。

北
原
白
秋
「
作
歌
の

13
）

體

」

前
田
夕
暮
ら
の
自
由
律
短
歌
が
、
自
作
の
散
文
に
に
ひ
じ
ょ
う
に
近
い

こ
と
を
問
題
視
し
、
北
原
白
秋
は
「
短
歌
に
於
て
は
短
歌
の
形
式
に
順
應

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
定
型
遵
守
の
姿
勢
を
述
べ
た
。
し
か
し
多
く
の
歌

人
は
、
口
語
自
由
律
の
臨
場
感
と
迫
力
が
、
飛
行
詠
と
い
う
最
先
端
の
体

験
を
歌
う
形
式
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
と
っ
て
い
た
。

宇
都
野
研
も
、
新
た
な
短
歌
動
向
に
刺
激
を
受
け
た
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
定
型
作
品
の
み
を
発
表
し
て
い
た
が
、
翌
年
の
「
勁
草
」
で
、

宇
都
野
は
口
語
自
由
律
に
近
い
非
定
型
作
品
を
発
表
し
た
。
し
か
も
歌
材

は
、
前
田
夕
暮
ら
と
同
じ
く
立
川
飛
行
場
か
ら
飛
び
立
っ
た
機
上
で
の
作

で
あ
る
。

立
川
上
空
飛
行

宇
都
野

研

滑
走
す
る
車
輪
の
追
風
に
逃
げ
ま
よ
ふ
夏
草
の
靑
く
ぶ
っ
つ
ぶ
さ
れ

ゆ
く

心
身
を
盪

す
る
プ
ロ
ペ
ラ
の
爆
音
に
掻
つ
さ
ら
は
れ
行
く
吾
な
り

と
思
へ
る

貯
水
池
を
と

め
て
よ
ろ
こ
ぶ
心
に
池
を
掻
い
抱
く
崎
々
の

層
あ
ざ

や
か
過
ぎ
た
る

東
京
を
上
空
よ
り
瞰
む
心
が
ま
へ
も
空
し
く
格
納
庫
の

野
に
入
り

來
し
を
嗤
へ
る

僅
か
十
分
に
過
ぎ
ざ
り
し
を
と
嗤
ひ
な
が
ら
疲くた
憊び
れ
し
心
身
を
草
つ

原
に
移
せ
る

「
勁
草
」
第
二
巻
第
八
号

昭
和
五
年
八
月

連
作
八
首
の
う
ち
五
首
を
引
い
た
が
、「
ぶ
っ
つ
ぶ
さ
れ
ゆ
く
」「
掻
つ

さ
ら
は
れ
行
く
」と
い
う
口
語
づ
か
い
と
、
散
文
に
近
い
破
調
の
音
数
は
、

前
田
夕
暮
ら
の
飛
行
詠
の
影
響
が
あ
き
ら
か
に
感
じ
ら
れ
る
。も
っ
と
も
、

宇
都
野
研
は
こ
れ
ら
数
作
の
み
が
非
定
型
作
品
で
、
ま
も
な
く
定
型
に
回

帰
し
た
が
、代
表
者
み
ず
か
ら
が
新
し
い
動
向
に
反
応
す
る
自
由
さ
が「
勁

草
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
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三
）
「
勁
草
」
に
お
け
る
逗
子
八
郎
の
活
動

「

14
）

勁
草
」は
、
前
述
の
よ
う
に
、
文
語
定
型
の
い
わ
ゆ
る
伝
統
短
歌
の
ほ

か
、
口
語
自
由
律
短
歌
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
な
ど
も
同
居
す
る
自
由
な

誌
面
構
成
で
あ
っ
た
。
巻
末
掲
載
の
「
勁
草
清
規
」
に
も
、「
一
、
勁
草
社

は
短
歌
を
中
心
と
す
る
文
藝
の
結
社
に
て
毎
月
一
回
『
勁
草
』
を
頒
つ
」

と
の
み
書
か
れ
、
形
式
に
つ
い
て
特
別
な
規
定
は
な
い
。

逗
子
八
郎
は
「
勁
草
」
に
、
口
語
自
由
律
短
歌
（
以
下
、「
新
短
歌
」
の

呼
称
を
用

15
）

い
る
）
を
発
表
し
た
一
人
で
あ
る
。
と
は
い
え
逗
子
は
、
当
初

か
ら
新
短
歌
を
創
作
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
世
代
の
大
半
の
動
向

と
同
じ
く
、
文
語
定
型
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

逗
子
八
郎
は
旧
制
第
一
高
等
学
校
で
短
歌
会
に
所
属
し
、
当
時
「
ア
ラ

ラ
ギ
」
に
い
た
古
泉
千
樫
に
師
事
し
て
い
た
。
古
泉
千
樫
が
前
述
の
「
日

光
」
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
前
田
夕
暮
ら
の
自
由
律
短
歌
の
動
向
を

目
に
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
逗
子
が
文
語
定
型
か
ら
新
短
歌

へ
と
移
行
し
た
の
は
、
昭
和
二
年
か
ら
四
年
頃
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
の

卒
業
真
際
か
ら
卒
業
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
年
に
、
逗
子
は
二
五

歳
で
安
田
銀
行
（
現
、
み
ず
ほ
銀
行
）
に
就
職
し
、
そ
の
前
後
か
ら
短
歌

創
作
に
意
欲
を
見
せ
、
昭
和
一
五
年
ま
で
に
二
五
〇
〇
首
も
の
新
短
歌
作

品
を
創
作

16
）

し
た
。
筆
名
の
「
逗
子
八
郎
」
は
、
一
高
時
代
、
先
輩
の
紹
介

で
親
交
を
む
す
ん
だ
作
家
・
大
佛
次
郎
を
意
識
し
て
の
も
の
で

17
）

あ
る
が
、

お
そ
ら
く
は
「
勁
草
」
寄
稿
時
か
ら
こ
の
筆
名
を
使
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
。

平
野
謙
が
「
戦
後
偶
然
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
歌
人
逗
子
八
郎
は
戦
前

は
口
語
歌
の
提
唱
者
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
前
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
め

い
た
も
の
ま
で
詠
ん
で

18
）

い
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
四
、
五
年

の
逗
子
八
郎
は
、
内
容
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌＝

新
興
短
歌
を
志
向

し
、
試
作
を
続
け
て
い
た
。

前
述
の
新
短
歌
協
会
の
解
散
後
、
渡
辺
順
三
ら
が
「
革
新
運
動
の

線

統
一
」「
宗
匠
主
義
の
打
破
」「
内
容
形
式
の
矛
盾
の
打
破
」
等
五
箇
条
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
新
興
歌
人
聯
盟
を
結
成
し

19
）

た
が
、
活
動
の
な
い
ま

ま
解
散
、昭
和
三
年
一
一
月
に
新
た
に
無
産
者
歌
人
聯
盟
が
結
成
さ
れ
た
。

翌
四
年
五
月
、
無
産
者
歌
人
聯
盟
は
、
メ
ー
デ
ー
を
記
念
し
て
『
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
短
歌
集
』を
刊
行
し
た
。
坪
野
哲
久
、
伊
澤
信
平
、
岡
部
文
夫
ら
、

多
く
は
二
十
代
の
一
八
人
が
出
詠
し
た
合
同
歌
集
で
あ
る
。

俺
達
の
歴
史
の
一
頁
を
眞
赤
に
し
た
山
本
宣
治
の
血
を
忘
れ
る
な

泉
本
三
樹
男

あ
ぶ
れ
た
仲
間
が
今
日
も
う
ず
く
ま
つ
て
ゐ
る
永
代
橋
は
頑
固
に
出

来
て
い
ら

坪
野
哲
久

ル
ラ
は
廻
る
ミ
キ
サ
は
進
む
七
月
の
炎
天
下
の
工
事
は
今
遮
二
無
二

だ

前
川
佐
美
雄
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し
か
し
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
集
』
は
発
売
禁
止
と
な
り
、
陣
容
を
立

て
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
無
産
者
歌
人
聯
盟
は
、
七
月
、
か
つ
て
分

裂
し
た
新
興
歌
人
聯
盟
の
一
部
の
歌
人
と
合
流
し
、
新
た
に
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
歌
人
同
盟
を
結
成
し
た
。
逗
子
八
郎
は
い
ず
れ
に
も
加
盟
し
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
一
連
の
動
向
に
着
目
し
、
ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟

の
機
関
誌
「
短
歌
前
衛
」
に
は
目
を
通
し
て
い
た
。
当
時
の
「
勁
草
」
に

寄
せ
た
短
歌
を
見
て
い
き
た
い
。

大
理
石
の
建
物

逗
子
八
郎

そ
の
巨
大
な
大
理
石
の
建
物
の
下
を
通
る
と
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
た
人
々

の
う
め
き
が
聞
え
る
と
い
ふ

ど
こ
か
ら
か
蛇
の
や
う
な

線
を
感
ず
る
、
改
札
口
を
出
て
ゆ
く
と

き貧
乏
を
し
ぬ
い
た
俺
だ
貧
乏
人
の
味
方
し
て
今
の
職
を
失
つ
て
た
ま

る
か

と
こ
の
男
は
い
ふ

「
勁
草
」
第
一
巻
第
五
号

昭
和
四
年
六
月

小
林
多
喜
二
の
「
蟹
工
船
」
が
「
戦
旗
」
に
発
表
さ
れ
た
月
の
「
勁
草
」

で
あ
る
。
七
首
連
作
か
ら
三
首
を
引
い
た
が
、
東
京
駅
近
辺
の
威
圧
的
な

「
大
理
石
の
建
物
」に
資
本
家
の
姿
を
象
徴
さ
せ
、
駅
の
改
札
口
で
は
警
官

ら
が
「
蛇
の
や
う
な
」
視
線
で
労
働
者
を
監
視
し
て
い
る
風
景
が
詠
ま
れ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
内
部
評
は
、「
社
内
で
目
立
つ
た
行
き
方
を
開
始
さ
れ
た

逗
子
氏
（
略
）
恐
ら
く
氏
は
『
新
ら
し
き
内
容
は
、
新
ら
し
き
形
式
に
』

の
モ
ッ
ト
ウ
で
歌
作
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
と
思
ふ
。（
略
）社
會

を
曝
露
し

て
の

み
が
あ
る
。
｜

こ
れ
は
無
産
歌
人
と

す
る
人
々
の
上
に
總
べ

て
當
て
は
ま
る
。
だ
が
（
略
）
短
く
爲
に
概
念
的
で
、
説
明
口
調
で
、

薄
に
み
ら
れ
や
す
く
も
あ
る
」（
靑
木
實
「
前
號
歌
評
」「
勁
草
」
第
一
巻

第
六
号
）
と
、
新
し
い
動
向
に
挑
戦
し
て
は
い
る
が
、「
概
念
的
」
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

か
う
い
ふ
奴
か
ら
退
治
し
ろ

逗
子
八
郎

あ
る
會
に
て

机
を
並
べ
て
勉

し
た
昔
の
友
達
を
ふ
ん
×
つ
て
若
い
×
長
よ
嬉
し

か
つ
た
ら
う
よ

俺
の
苦
衷
を
察
し
ろ
つ
て
？

馬
鹿
野
郎
あぶら

ぎ
つ
た
貴
様
に
同

し
て
る
暇
に
×
×
×
で
は
渠
が
血
を
咯
い
て
る
ん
だ

そ
の
金
ピ
カ
を
脱
げ
そ
の
洋
×
を
外
せ
本
當
に

か
つ
た
と
い
ふ
な

ら
俺
達
の
眼めの
前まへ
で
岡
つ
引
商
賣
廢
め
て
見
せ
ろ

「
勁
草
」
第
一
巻
第
一
一
号

昭
和
四
年
一
二
月
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夜
業
の
後

逗
子
八
郎

夜よ
業なべ
を
了をは
る
と
ぐ
つ
と
出
る
疲
れ
を
堪こら
へ
て

げ
る
資
本
論
、
俺
達

は
イ
ン
テ
リ
に
死
ん
で
も
負
け
ね
え

抱
へ
た
火
桶
に
や
火
の
氣
も
ね
え
が
、
こ
の
一
語
一
語
が
熱
く
俺
の

胸
を
刺
し
通
す

疲
れ
て
、
見
上
げ
る
壁
に
貼
り
つ
け
た
山
宣
の
死デス
面マスク、
不
屈
の
い
か

り
を
ま
た
俺
の
胸
に
鎔とろ
か
し
込
む

「
勁
草
」
第
二
巻
第
三
号

昭
和
五
年
三
月

い
ず
れ
も
連
作
中
か
ら
三
首
を
引
用
し
た
。「
夜
業
の
後
」三
首
目
に
は
、

昭
和
四
年
三
月
、
治
安
維
持
法
改
正
に
反
対
を
唱
え
て
刺
殺
さ
れ
た
衆
議

院
議
員
「
山
宣
（
山
本
宣
治
）」
の
名
前
も
登
場
し
、
先
に
引
い
た
無
産
者

歌
人
聯
盟
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
集
』
の
内
容
と
類
似
し
て
い
る
。

「
勁
草
」
内
の
「
前
號
合
評
」
で
は
、
こ
れ
ら
逗
子
作
品
に
つ
い
て
、「
伊

東
正
夫
・

念
色
が
如
何
に
塗
ら
れ
て
あ
る
か
ゞ
わ
か
れ
ば
わ
か
る
程
不

自
然
だ
、
之
は
ど
う
し
た
つ
て
逗
子
氏
の
足
場
の
問
題
に
な
つ
て
く
る

（
略
）
唯
徒
ら
な
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ア
ト
モ
ス
フ
ェ
ー
ア
の
讃
美
で
あ
り
、

極
々
つ
ま
ら
な
い
遊
技
だ
」、「
杉
田
鶴
子
・（
略
）
此
作
者
は
紫
で
赤
に
な

り
き
る
か
そ
れ
と
も
靑
か
今
の
處
不
明
で
す
。（
略
）そ
れ
よ
り
も
作
者
の

心
境
の
あ﹅
ど﹅
け﹅
な﹅
さ﹅
が
私
に
は
遣
り
切
れ
な
い
。
表
現
も
冗
漫
で
舌
足
ら

ず
だ
」（「
勁
草
」
第
二
巻
第
三
号

昭
和
五
年
三
月
）
等
、
時
流
に
の
っ

た
「
遊
技
」
的
な
作
品
と
し
て
酷
評
を
う
け
て
い
る
。

内
部
評
に
あ
る
よ
う
に
、
作
品
は
観
念
的
で
「
足
場
」
の
固
ま
っ
て
い

な
い
習
作
で
は
あ
っ
た
が
、
逗
子
の
関
心
事
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の

「
形
態
（
フ
ォ
ル
ム
）」
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
「
形

態
」
の
確
立
が
至
上
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
同
時
期
に
、
評

論
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
短
歌
の
確
立
へ
」（「
勁
草
」
第

二
巻
第
三
号

昭
和
五
年
三
月
）
と
、
西
村
陽
吉
が
編
集
発
行
を
つ
と
め

た
総
合
誌
「
短
歌
雑
誌
」
に
発
表
し
た
「
新
興
短
歌
形
態
論
」（
一
三
巻
七

月
号

昭
和
五
年
七
月
）
が
あ
る
が
、
論
点
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
短
歌＝

新
興
短
歌
の
確
立
の
た
め
に
、
伝
統
短
歌
を
い
か
に
承

継
し
つ
つ
発
展
さ
せ
る
か
、
そ
の
分
析
と
提
言
で
あ
る
が
、
韻
文
詩
歌
が

「
發
声
、

20
）

記
憶
」
に
便
利
で
あ
り
「
理
解
し
易
き
感
傷
主
義
は
、
必
ず
や
大

衆
の
間
に
急
速
な
る
傳
播
力
感
染
性
を
持
ち
、
ア
ヂ
プ
ロ
の
方
向
に
奉
仕

す
る
」こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、「
意
味
、
映
像
、

覺
心
像
、
聯
想

等
の
總﹅
重﹅
量﹅
を
正
確
に
數﹅
學﹅
的﹅
に
測﹅
量﹅
し
、
之
を
階﹅
級﹅
的﹅
意﹅
志﹅
に
依
つ
て

統﹅
制﹅
し
、（
略
）
全
體
と
し
て
、
雄
渾
な
る
交
響

的
リ
ズ
ム
を
發
生
」
す

る
新
し
い
形
態
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
を
提
言
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
作
品
同
様
観
念
の
み
が
先
行
し
、
そ
も
そ
も
何
を
「
ア
ヂ
プ

ロ
」
す
べ
き
か
、「
階
級
的
意
志
」
の
方
向
性
と
は
何
も
の
で
あ
る
か
に
関
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し
て
は
何
ら
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
二
評
論
と
も
、

大
衆
が
「
必
要
」
と
す
る
「
意
味
」
に
合
致
す
る
「
新
定
音
數
律
」
を
模

索
す
る
に
あ
た
り
、
短
歌
定
型
と
、
俚
謡
の
八
五
調
・
四
四
連
調
等
、
形

式
の
比
較
考
察
を
深
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
の
ち
の
著
書

『
主
知
的
短
歌
論
』
の
内
容
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
め
ら
れ

る
。作

品
に
お
い
て
は
、
以
降
、
観
念
的
で
表
層
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌

か
ら
は
離
れ
、
身
体
を
前
面
に
出
し
た
山
岳
詠
が
多
く
な
っ
て
い
く
。「
勁

草
」
期
の
逗
子
八
郎
の
活
動
は
、
当
時
の
知
識
人
青
年
の
足
ど
り
の
典
型

を
み
る
よ
う
で
あ
り
、
事
実
、
一
高
｜
東
京
帝
大
人
脈
を
確
認
す
る
も
の

で
も
あ
る
。

以
下
、
逗
子
八
郎
の
紹
介
で
高
見
順
（
明
治
四
〇
〜
昭
和
四
〇
年
）
が

「
勁
草
」
に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
（
全
集
・
著
作
目
録
に
未
収
録
）
を
、
新
資

料
と
し
て
付
し
て
お
く
。

（
続
く
）

【
新
資
料

高
見

順
「
言
葉
の
時
代
性
に
就
い
て
」】「
勁
草
」
第
二
巻
第
六
号

一
〇
〜
一
三
頁
（
勁
草
社
、
昭
和
五
年
六
月
一
日
）

言
葉
の
時
代
性
に
就
い
て

高

見

順

僕
は
短
歌
に
就
い
て
は
づ﹅
ぶ﹅
の
素
人
で
あ
り
ま
す
。
素
人
が
知
つ
た
か
振
り
を
言
ふ
程
世
に
怖
ろ
し
い
み﹅
も﹅
の﹅
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
だ
か
ら
僕
は
勁・
草・
に
書

け
と
言
は
れ
て
も
、
ず
つ
と
逃
げ
て
居
り
ま
し
た
。
恥
を
さ
ら
し
度
く
な
い
の
は
誰
で
も
人

と
い
ふ
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
だ
が
、
つ
い
に
書
か
な
く
て
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は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
文
は
全
く
逗
子
君
へ
の
申
譯
で
あ
り
ま
す
。

だ
が
、
僕
は
文
學
に
就
い
て
は
づ﹅
ぶ﹅
の
素
人
で
は
な
い
積
り
で
居
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
申
譯
と
は
い
へ
、
こ
れ
か
ら
讀
者
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
う﹅
そ﹅

を
言
つ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
尚
言
葉
と
い
ふ
、
文
學
に
も
｜

一
體
短
歌
も
こ
の
う
ち
に
當
然
は
い
る
の
で
す
が
｜

短
歌
に
も

共
通
の
問
題
を
捉
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
僕
の
考
へ
を
短
歌
に
は
當
て
嵌
ら
な
い
な
ど
と
い
は
な
い
で
下
さ
い
。

文
學
の
方
面
に
最
近「
藝
術
派
」と
い
ふ
ヘ
ン
テ
コ
な
も
の
が
あ
ら
は
れ
て
來
ま
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
文
學
に
反
對
な
、
い
ろ
ん
な
毛
色
の
人
た
ち
が
、

そ
の
反
對
と
い
ふ
一
點
に
於
い
て
共
同

線
を
張
つ
て
僕
ら
に

を
立
て
て
來
ま
し
た
。
そ
の
人
達
は
そ
れ
〴
〵
言
ふ
こ
と
は
マ
チ
マ
チ
で
す
が
、
た
ゞ
稍

共
通
な
の
は
、
文
學
に
對
し
て
「
技
術
主
義
」
な
る
見
解
を
以
つ
て
僕
ら
に
「
理
論
的
に
」
立
ち
向
つ
て
來
た
こ
と
で
す
。

雅
川
君
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
現
實
の
切
實
よ
り
反
映
の
切
實
へ

」
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
技
術
そ
れ
自
身
に
自﹅
立﹅
的﹅
な﹅
方﹅
向﹅
を
持
た
せ
、
言
葉
と
言
葉

と
の
コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
の
う
ち
に
「
現
實
」
を
生
ま
う
と
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
う
ち
に
文
學
の
進
展
性
｜

文﹅
化﹅
的﹅
進﹅
歩﹅
性﹅
｜

を
見
や
う
と
す
る

考
へ
方
で
あ
り
ま
す
。

僕
ら
は
、
文
學
の
進
展
性
は
あ
ら
ゆ
る
文
化
現
象
と
同
様
に
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
統
一
的
に
全
體
的
に
動
か
し
て
行
く
社
會
的
進
展
性
に
よ
つ
て
規
定
さ

れ
る
も
の
と
考
へ
ま
す
。

勿
論
、
文
學
は
形﹅
式﹅
の﹅
上﹅
に﹅
生
き
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
つ
て
、
文
學
は
形
式
自
體
に
於
い
て
の
進
展
を
許
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
文
學
そ

の
も
の
が
、
又
、
他
の
文
化
部
門
｜

例
へ
ば
、
哲
學
、
科
學
な
ど
と
は
自
ら
異
つ
た
獨
自
的
法
則
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
、
そ
の
法
則
自
體
の
個
別
的
進
展

の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
同
様
に
、
認
め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
、
更
に
そ
れ
を
統
一
的
に
規
定
す
る
社
會
的
法
則
を
無

し
て
は
、
そ
れ
ら
の

客

的
な
動
き
の
方
向
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
藝
術
派
は
文
學
を
文
學
丈
け
と
切
り
離
し
、
そ
し
て
切
り
離
す
こ
と
に
よ
つ
て
必﹅
然﹅
的﹅
に
、
文
學
を
形
式
の
上
だ
け
で
な
く
、
形
式
の
な﹅
か﹅

に
の
み
生
き
る
も
の
と
し
、
そ
れ
は
ま
た
必
然
的
に
形
式
と
表
現
技
巧
と
い
ふ
こ
と
の
機
能
的
な
ち
が
ひ
を
正
し
く
把
握
し
得
ず
、
そ
れ
を
ゴ
ツ
チ
ヤ
に
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
文
學
を
ひ
と
つ
の
機
械
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
考
へ
ま
す
。

そ
こ
で
彼
ら
を
駁
撃
す
る
に
は
｜

そ
の
基
本
的
な
も
の
は
勿
論
彼
ら
の
社
會
的
反
動
性
の
摘
發
の
う
ち
に
存
し
ま
す
が
、
今
、
そ
れ
を
文
學
の
内﹅
面﹅
的﹅
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な
活
動
に
於
い
て
見
る
も
明
ら
か
に
反
動
的
で
あ
る
こ
と
を
讀
者
に
語
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

そ
れ
は
言
葉
の
問
題
で
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
概
念
を
持
つ
て
ゐ
ま
す
。
よ
つ
て
言
葉
と
言
葉
と
の
コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
は
、
そ
こ
に
新
し
い
概
念
の
發
生

を
見
ま
す
。

文
學
は
創
造
で
す
。
文
學
的
創
造
と
は
か
ゝ
る
言
葉
と
言
葉
と
の
コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
に
よ
る
概
念
を
も
つ
て
、
ひ
と
つ
の

念
形
態
を
建
築
す
る
こ
と

で
す
。

所
で
、
問
題
は
眞
實
の
創
造
と
は
な
に
か
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
創
造
が
眞
實
の
創
造
で
あ
る
爲
に
は
、
文
化
的
進
展
の
表
現
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

創
造
と
は

に
目
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
い
話
、
い
く
ら
目
新
し
い
か
ら
と
言
つ
て
、
自
動
車
な
ど
の
あ
る
今
日
、
珍

奇
な
馬
車
を
つ
く
つ
て
も
そ
れ
は
創
造
と
は
い
へ
ま
せ
ん
。

文
學
が
眞
實
の
創
造
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
文
化
的
進
展
の
歩
み
に
一
歩
踏
み
出
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

逆
に
、
か﹅
﹅ゝ

る﹅
文﹅
化﹅
的﹅
進﹅
展﹅
は﹅
文﹅
學﹅
の﹅
歩﹅
み﹅
を﹅
規﹅
定﹅
し﹅
、﹅
更﹅
に﹅
そ﹅
の﹅
言﹅
葉﹅
の﹅
メ﹅
カ﹅
ニ﹅
ズ﹅
ム﹅
を﹅
規﹅
定﹅
し﹅
、﹅
言﹅
葉﹅
そ﹅
の﹅
も﹅
の﹅
を﹅
も﹅
規﹅
定﹅
し﹅
て﹅
き﹅
ま﹅
す﹅
。

千
載
和
歌
集
の
序
に
次
の
や
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
讀
者
諸
君
周
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
。

「
春
の
あ
し
た
、
秋
の
月
の
ゆ
ふ
べ
、
お
も
ひ
を
の
べ
、
心
を
う
ご
か
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

あ
る
時
に
は
絲
竹
の
し
ら
べ
を
と
ゝ
の
へ
、
あ
る
時
に
は
大
和
も
ろ
こ
し
の
歌
こ
と
ば
を
あ
ら
そ
ふ
。

敷
島
の
み
ち
の
さ
か
り
に
お
こ
り
て
、
心
の
泉
古
よ
り
も
深
く
、
辭
の
林
昔
よ
り
も
し
げ
し
」

で
は
、
何
故
辭
の
林
は
時
代
と
共
に
し
げ
く
な
る
の
で
せ
う
か
？

そ
れ
は
新
し
い

念
が
創
造
す
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
文
學
が
進
歩
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
新
し
い

念
の
建
築
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
言
葉
の
新
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ

つ
て
爲
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
更
に
新
し
く
創
造
さ
れ
る
言
葉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
の
現
象
は
社
會
的
な
轉
換
期
に
於
い
て
殊
に
激
し
い
。
何
故
な
ら
新
し
い
全
く
異﹅
質﹅
的﹅
な

念
が
生
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
そ
れ
が
適
確

に
盛
ら
れ
る
べ
き
言
葉
と
そ
の
言
葉
と
の
コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
を
激
し
く
迫
つ
て
く
る
か
ら
で
す
。そ
こ
に
言
葉
の
時
代
性
を
ハ
ツ
キ
リ
つ
か
む
事
が
で
き
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ま
す
。

今
日
、
僕
ら
は
轉
換
期
に
立
つ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
時
に
當
つ
て
、
僕
ら
の
文
學
的
活
動
が
眞
實
の
創
造
で
あ
る
た
め
に
は
、
從
來
の
言
葉
の
隨

意

ヴォランタリな

コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
に
賴
つ
て
ゐ
る
こ
と
は

然
で
き
ま
せ
ん
。
異
質
的
な
感

の
表
現
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
す
。
藝
術
派
が
、
内
面
的
な
文
學
活
動

に
於
い
て
も
反
動
的
で
あ
る
の
は
、
す
な
は
ち
、
異
質
的
な
迫
り
が
身
に
感
ぜ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
よ
り
必
然
的
に
、
言
葉
の
コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
に
何
ら
創

造
的
な
方
向
を
持
つ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
言
葉
と
言
葉
と
を
巧
み
に
コ
ン
ビ
ネ
イ
ト
す
れ
ば
、
そ
れ
は
新
し
い
角
度
を
生
む
で
せ
う

が
、
文
化
的
進
展
の
迫
り
を
意
識
し
な
い
以
上
、
そ
の
コ
ン
ビ
ネ
イ
シ
ヨ
ン
に
よ
る
角
度
は
從
來
の
文
化
と
同﹅
質﹅
の
も
の
の
多
角
化
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
異

質
的
文
化
へ
の
歩
み
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
ら
ば
彼
ら
の
多
角
化
は
形
式
上
の
高
度
を
示
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
も
同
質
的
高
度
で
す
。
し
か
し
今
日
は
異
質
へ
の
轉
換

の
時
代
で
す
。

所
が
そ
れ
が
わ
か
ら
ぬ
藝
術
派
の
連
中
は
、
僕
ら
が
ま
る
で
藝
術
を
破

す
る
も
の
の
ご
と
く
言
ひ
ま
す
。
そ
れ
は
彼
ら
の
眼
に
す
れ
ば
無
理
か
ら
ぬ
こ

と
で
、
彼
ら
の
形
式
か
ら
見
れ
ば
ま
る
で
文
學
で
は
な
い
か
ら
で
せ
う
。
そ
れ
に
も
う
ひ
と
つ
、
僕
ら
の
文
學
は
ま
だ
ま
だ
形
式
的
に
未
完
成
だ
か
ら
で
も

あ
り
ま
す
。
異
質
的
な
内
容
の
氾
濫
は
形
式
を
ぶ
ち
こ
は
し
、
形
式
は
未
だ
自
分
の
姿
を
と
と
の
へ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
全
く
非
藝
術
か
ら
芽

生
へ
て
ゐ
ま
す
。
｜

こ
れ
は
今
日
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
今
迄
の
社
會
的
轉
換
期
の
藝
術
が
さ
う
し
た
形
態
の
下
に
成
長
し
た
こ
と
は
文
學
史
が
明
瞭
に

語
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で

野
が
短
歌
の
方
に
向
け
ら
れ
る
と
、
同
じ
や
う
な
こ
と
が
こ
こ
で
も
言
へ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
出
現
は
舊
歌
壇
の
人
々
に
激
し
い
驚
愕
と
怒
罵
と
を
ひ
き
お
こ
し
ま
し
た
。
が
、
い
か
な
る
反
動
的
批
判
に
も
拘
は
ら
ず
、
そ
れ

は
す
く
す
く
と
健
康
な
成
長
を
つ
ゞ
け
き
た
つ
て
ゐ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
未
だ
、
内
容
の
氾
濫
の
た
め
に
形
式
の
整
ひ
を
得
て
ゐ
な
い
の
に
乘
じ
て
、
舊
歌
壇
の
人
が
技
術
的
な
點
に
於
い
て
嘲
笑
と
漫
罵
と
を

あ
び
せ
か
け
て
ゐ
る

態
は
文
學
に
於
け
る
そ
れ
と
全
く
同
一
で
す
。

し
か
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
は
從
來
の
短
歌
と
は
全
く
異
質
的
な
そ
れ
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
形
式
上
の
不
備
に
も
か
か
は
ら
ず
、
全﹅
體﹅
と
し
て
、
文
化
的
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進
展
の
線
上
に
大
き
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
す
。

だ
が
、
そ
の
こ
と
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
が
、
自
己
の
眞
實
の
形
式
を
こ
れ
か
ら
營
々
と
し
て
築
き
上
ぐ
べ
き
運
命
に
あ
る
事
を
蔽
ふ
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
學
｜

短
歌
を
も
含
め
て
｜

は
ま
だ
形
式
的
に
未
完
成
で
あ
り
ま
す
。
形
式
的
探
求
の
苦
し
い
道
が
僕
ら
の
前
に
嚴
然
と
し
て

ひ
か
へ
て
ゐ
ま
す
。

何
故
苦
し
い
か
？

そ
こ
に
ほ
ん
と
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
僕
ら
は
全
く
新
し
い
言
葉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
つ
か
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
又
、

全
く
新
し
い
、
言
葉
の
概
念
規
定
｜

言
葉
の
時
代
性
の
究
明
｜

の
基
礎
工
事
を
含
ん
で
ゐ
ま
す
。

嘗
つ
て
詩
に
は
詩
的

ポエチツク
措

辭

デイクシヨンと
い
ふ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
自
由
詩
は
そ
の
破

の
う
ち
に
立
ち
上
つ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
短
歌
は
｜

素
人
の
僕
に
は
口
は
ば
つ
た
い
こ
と
を
申
せ
ま
せ
ん
が
、
舊
歌
壇
は
短
歌
に
お
け
る
ポ
エ
チ
ツ
ク
・
デ
イ
ク
シ
ヨ
ン
の
殻
を
脊
負

つ
て
ゐ
る
や
う
で
す
。

短
歌
の
定
型
｜

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
の
ポ
エ
チ
ツ
ク
・
デ
イ
ク
シ
ヨ
ン
で
あ
る
や
う
で
す
。
新
し
い
感
情
は
か
ゝ
る
人
爲
的
な
舊
形
式
の
う
ち
に
と
ぢ

こ
め
ら
れ
る
に
は
餘
り
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
で
あ
り
、
溢
流
的
で
あ
る
や
う
で
す
。

僕
の
眼
に

れ
る
限
り
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
は
見
事
に
こ
い
つ
を
叩
き
破
つ
て
ゐ
ま
す
。
と
、
同
時
に
、
舊
い
概
念
を
執
拗
に
脊
負
つ
た「
短
歌
的
な

言
葉
」
か
ら
キ
ツ
パ
リ
解
放
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
だ
が
、
明
ら
か
に
そ
れ
は
破

的
で
あ
る
方
が
、
形
式
的
な
整
ひ
へ
の
動
向
よ
り

烈
で
あ
る
や
う
で
す
。

が
、
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
形
式
を
直
ち
に
作
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
や
が
て
形
式
を
通
し
て
短
歌
を
つ
か
ま
う
と
す
る
偏
向
を
生
み
易
く
、
そ
の
意
味
で
、

内
容
の
形
式
的
迫
り
を
じ
ツ
と
構
へ
て
睨
ん
で
ゐ
る
方
が
正
し
い
行
き
方
で
せ
う
。

た
ゞ
、
こ
こ
で
言
ひ
た
い
の
は
、
文
學
で
の
僕
の
構
へ
を
短
歌
の
方
に
も
つ
て
く
る
と
、
い
か
や
う
な
言
葉
が
も
つ
と
も
切
實
に
新
し
い
感

を
盛
り
あ

げ
る
か
、
そ
の
言
葉
の
時
代
性
｜

階
級
性
｜

を
形
式
の
上
に
於
い
て
シ
ツ
カ
リ
見
究
め
、
そ
し
て
そ
れ
を
い
か
や
う
に
組
み
立
て
る
と
き
は
新
し
い
感

が
も
つ
と
も
切
實
に
生
き
る
か
を
形
式
の
上
に
於
い
て
充
分
つ
か
む
べ
き
だ
と
い
ふ
こ
と
で
す
。

藝
術
派
か
ら
の
非
難
は
こ
の
心
構
へ
の
一
層
の
拍
車
と
し
て
取
り
上
げ
る
時
、藝
術
派
に
對
す
る
百
の
反
駁
よ
り
も
一
段
と

い
彼
等
の
克
服
と
な
る
だ

ら
う
と
思
ふ
の
で
す
。
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非
常
に
急
い
で
書
い
た
の
で
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
な
さ
ん
に
深
く
御
詫
び
い
た
す
次
第
で
す
。
機
會
が
あ
つ
た
ら
、
も
つ
と
短
歌
の
方
を
勉

し
て
、
具
體
的
な
も
の
の
言
ひ
方
が
で
き
る
や
う
に
し
た
い
と
お
も
つ
て
を
り
ま
す
。

｜

五
・
一
〇
夜
｜

【
解
題
】

田
中

綾

「
言
葉
の
時
代
性
に
就
い
て
」
は
、『
高
見
順
全
集
』
及
び
同
別
巻
（
勁

草
書
房
、
昭
和
五
二
年
）
所
収
の
小
野
芙
紗
子
編
「
著
作
目
録
」
に
記
載

の
な
い
、
新
資
料
で
あ
る
。

逗
子
八
郎
は
旧
制
第
一
高
校
在
学
中
、「
校
友
会
雑
誌
」の
文
芸
部
委
員

を
つ
と
め
て
い
た
。『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
に
よ
る
と
大
正
一
二
年
前
後

で
あ
り
、
二
十
歳
頃
に
あ
た
る
。
四
歳
年
下
の
高
間
芳
雄
（
高
見
順
）
は
、

大
正
一
三
年
に
一
高
文
科
甲
類
に
入
学
、
逗
子
と
同
じ
く
三
年
間
の
寮
生

活
を
送
っ
た
。
高
間
（
高
見
）
が
深
田
久
弥
の
後
を
受
け
て
文
芸
部
委
員

と
な
っ
た
の
は
大
正
一
五
年
で
あ
り
、
そ
の
頃
逗
子
は
東
京
帝
国
大
学
に

進
学
し
て
い
た
が
、
一
高
短
歌
会
の
仲
間
や
後
輩
た
ち
と
山
荘
に
集
っ
て

短
歌
を
作
る
な
ど
、
交
際
が
続
い
て
い
た
。

文
中
に
「
僕
は
勁・
草・
に
書
け
と
言
は
れ
て
も
、
ず
つ
と
逃
げ
て
居
り
ま

し
た
。（
略
）だ
が
、
つ
い
に
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
文
は
全
く
逗
子
君
へ
の
申
譯
で
あ
り
ま
す
」と
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

同
号
「
編
輯
だ
よ
り
」
で
宇
都
野
研
が
「
逗
子
君
の
お
骨
折
で
文
壇
各
方

面
の
新
進
評
論
家
か
ら
毎
月
論
文
を
い
た
ゞ
き
、巻
頭
を
飾
つ
て
ゐ
ま
す
」

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
逗
子
八
郎
が
後
輩
の
高
見
順
に
声
を
か
け
、
書

き
下
ろ
さ
れ
た
の
が
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

当
時（
昭
和
五
年
）、
高
見
順
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
英
文
学
科
を
三

月
に
卒
業
し
、
市
川
三
喜
教
授
の
紹
介
で
研
究
社
の
英
和
辞
典
編
纂
部
の

臨
時
雇
い
と
し
て
勤
め
て
い
た
。
文
学
活
動
と
し
て
は
、
昭
和
三
年
に
創

刊
さ
れ
た
「
大
学
左
派
」（
東
大
の
同
人
雑
誌
の
結
集
）
に
武
田
麟
太
郎
、

新
田
潤
ら
と
加
わ
り
、
こ
の
年
か
ら
「
高
見
順
」
の
筆
名
を
使
い
は
じ
め

た
。「
大
学
左
派
」
創
刊
号
に
は
小
説
「
植
木
屋
と
廃
兵
」
を
発
表
、「
葉

山
嘉
樹
論
」
な
ど
評
論
も
発
表
し
て
い
る
。
翌
四
年
に
は
「
大
学
左
派
」

の
後
身
で
あ
る
「
十
月
」
を
渋
川
驍
ら
と
創
刊
、
ほ
か
「
時
代
文
化
」
も

創
刊
し
、
月
に
一
〜
三
編
、
文
芸
時
評
や
映
画
評
論
も
執
筆
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。
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四
段
落
目
に
「
雅
川
君
の
言
葉
に
よ
れ
ば
」
と
あ
る
が
、「
雅
川
」
は
雅つね

川かわ
滉ひろし（
成
瀬
正
勝

明
治
三
九
〜
昭
和
四
八
年
）
で
あ
る
。
旧
制
一
高
か

ら
東
京
帝
大
に
進
学
し
、
第
九
次
「
新
思
潮
」
同
人
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

四
年
に
「
文
藝
都
市
」
同
人
に
加
わ
り
、
舟
橋
聖
一
、
阿
部
知
二
、
井
伏

鱒
二
ら
と
交
わ
っ
た
。

こ
れ
が
書
か
れ
る
直
前
の
昭
和
五
年
四
月
一
三
日
、
東
京
で
「
新
興
藝

術
派
ク
ラ
ブ
」
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
堀
辰
雄
、
神
西
清
、
阿
部
知

二
ら
と
と
も
に
雅
川
滉
も
参
加
し
て
い
た
。
前
後
の
状
況
は
高
見
順
『
日

本
文
学
盛
衰
史
』
第
一
一
章
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
新
資
料
に
隣
接
す
る
内
容
の
高
見
順
の
評
論
に
、
昭
和
五
年
推
定

の
「
藝
術
派
の
技
術
主
義
｜

阿
部
知
二
氏
の
月
評
か
ら
｜

」（
発
表
誌

不
明
『
高
見
順
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
）
が
あ
る
。「『
藝
術
派
』
と
い
ふ

も
の
が
擡
頭
し
た
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
阿
部
知
二
、
雅
川
滉
ら
の
技

術
主
義
の
立
場
を
論
じ
た
短
い
時
評
で
あ
る
。
そ
の
論
旨
を
、
短
歌
と
か

ら
め
て
長
文
化
し
た
の
が
本
資
料
と
い
え
よ
う
。

な
お
、「
僕
は
短
歌
に
就
い
て
は
づ﹅
ぶ﹅
の
素
人
で
あ
り
ま
す
」と
書
き
出

さ
れ
て
い
る
が
、
高
見
順
は
一
高
時
代
に
短
歌
も
創
作
し
て
お
り
、
大
正

一
四
年
・
一
高
第
二
学
年
時
の
作
品
二
四
首
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
首
引

用
し
て
お
き
た
い
。

手
を
叩
き
ま
だ
歌
へ
な
い
寮
歌
を
ば
口
動
か
し
て
聞
く
心
哉

淋
し
さ
よ
二
人
む
か
へ
ば
わ
が
友
と
た
ゞ
わ
け
も
な
く
寮
歌
歌
ふ
を

教
室
の
外
ス
チ
ー
ム
の
音
は
げ
し
異
国
の
教
師
ラ
ス
キ
ン
を
説
く

『
混
濁
の
浪

わ
が
一
高
時
代
』
構
想
社
、
昭
和
五
三
年

注

（
１
）

長
谷
川
郁
夫『
美
酒
と
革
囊
』河
出
書
房
新
社
、
平
成
一
八
年

四

二
四
〜
四
二
八
頁

（
２
）

中
島
健
蔵
の
引
用
も
含
め
、
井
上
司
朗
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』

人
間
の
科
学
社
、
昭
和
五
九
年

五
五
〜
五
六
頁

（
３
）

戦
時
下
の
言
論
統
制
で
「
独
裁
者
」
と
も
称
さ
れ
た
情
報
官
・
鈴

木
庫
三
少
佐
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
卓
己
氏
が『
言
論
統
制
』（
中
公
新
書
、

平
成
一
六
年
）
に
お
い
て
「
教
育
将
校
」
と
し
て
の
経
歴
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

（
４
）
「
情
報
局
に
つ
い
て
」『
平
野
謙
全
集
』第
十
三
巻
所
収

新
潮
社
、

昭
和
五
〇
年

（
５
）

平
成
二
〇
年
一
〇
月
、
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
〇
八
年
度
秋
季
大

会
（
於
・
東
北
大
学
）
に
お
い
て
、「
石
原
純
の
世
界
｜
『
科
学
』
と

『
文
学
』
を
座
標
軸
と
し
て
｜

」と
題
し
、
紅
野
謙
介
、
島
村
輝
、
西
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尾
成
子
三
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
発
表
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

（
６
）
「
勁
草
」
創
刊
の
二
年
前
、
宇
都
野
研
は
五
〇
歳
を
機
に
歌
集
『
木

群
』（
白
檮
社
発
行

紅
玉
堂
書
店
発
売
）を
上
梓
し
た
が
、
後
半
部
の

大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
二
年
に
か
け
て
の
北
海
道
詠
が
注
目
を
集
め
て

い
た
。
ち
な
み
に
宇
都
野
研
の
娘
婿
は
北
海
道
出
身
の
山
縣

汎ひろし
で
あ

り
、
大
正
一
〇
年
発
足
の
札
幌
短
歌
会
会
員
で
、
藤
村
千
代
（
の
ち
の

宇
野
千
代
）
ら
と
歌
会
も
行
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
（『
新
札
幌
市
史
』

第
三
巻
通
史
三

札
幌
市
、
平
成
六
年

七
七
三
頁
）。

（
７
）
「
客
員
と
し
て
主
に
評
論
發
表
」
の
記
述
が
あ
る
（
年
刊
歌
集
『
新

短
歌

一
九
三
七
年
』
作
家
経
歴

第
一
書
房
、
昭
和
一
一
年
）。

（
８
）
「
勁
草
」
第
二
巻
第
一
一
号

昭
和
五
年
一
一
月

六
一
頁

（
９
）
「
勁
草
」
第
三
巻
第
五
号

昭
和
六
年
五
月

七
二
頁

（
10
）
『
短
歌
講
座
』第
四
巻
概
論
解
説
篇

改
造
社
、
昭
和
七
年

二
九

七
頁

（
11
）

中
野
嘉
一
『
新
短
歌
の
歴
史
』
昭
森
社
、
昭
和
四
二
年

三
七
頁

（
12
）

同
日
付
け
夕
刊
で
は
あ
る
が
、
実
際
の
配
達
は
翌
日
だ
っ
た
と
い

う
（
三
枝
昂
之
『
昭
和
短
歌
の
精
神
史
』
本
阿
弥
書
店
、
平
成
一
七
年

九
〜
一
一
頁
参
照
）。

（
13
）
『
短
歌
講
座
』第
二
巻

改
造
社
、
昭
和
六
年

一
七
九
〜
一
九
〇

頁

（
14
）

本
稿
の
た
め
に
参
照
し
た
「
勁
草
」
は
、
第
一
巻
第
五
、
六
、
一

一
号
、
第
二
巻
第
三
、
六
〜
九
、
一
一
号
、
第
三
巻
第
五
〜
七
、
九
号

で
あ
る
。

な
お
、「
勁
草
」
第
一
巻
で
の
号
数
は
、
六
月
号
が
「
第
五
号
」、
七

月
号
が
「
第
六
号
」
と
、
一
巻
ず
つ
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
が
、
第
二

巻
以
降
は
一
月
号
が
「
第
一
号
」
と
一
致
し
て
い
る
。

（
15
）

呼
称
は
前
田
夕
暮
ら
の
「
自
由
律
短
歌
」「
内
在
律
短
歌
」、
坪
野

哲
久
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
流
れ
で
あ
る「
新
興
短
歌
」、
中
野
嘉
一

が
誌
名
に
も
使
用
し
た「
ポ
エ
ジ
ィ
短
歌
」、
そ
し
て
石
原
純
が
提
言
し

た
「
新
短
歌
」
等
が
あ
る
。
逗
子
八
郎
は
自
筆
の
経
歴
に
「
歌
壇
に
初

め
て
ポ
エ
ジ
ー
論
を
導
入
し
ポ
エ
ジ
ー
短
歌
運
動
を
鼓
吹
」（
年
刊
歌
集

『
新
短
歌
』
一
九
三
七
年
）
と
記
述
し
て
い
る
が
、
広
く
新
短
歌
運
動
の

推
進
者
の
一
人
で
あ
り
、
以
下
は
「
新
短
歌
」
の
呼
称
を
用
い
る
。

（
16
）

逗
子
八
郎
『
雲
烟
』
河
出
書
房
、
昭
和
一
五
年

二
六
三
頁

た

だ
し
、「
勁
草
」内
の
歌
会
で
、
逗
子
は
文
語
定
型
歌
を
発
表
し
た
こ
と

も
あ
る
（「
勁
草
」
第
三
巻
第
六
号
昭
和
六
年
六
月

六
六
頁
な
ど
）。

（
17
）

井
上
司
朗
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
人
間
の
科
学
社
、
昭
和
五
九

年

一
四
三
頁

（
18
）
「
ア
ラ
ヒ
ト
ガ
ミ
事
件
」『
平
野
謙
全
集
』
第
十
三
巻
所
収

新
潮

社
、
昭
和
五
〇
年
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（
19
）

渡
辺
順
三『
近
代
短
歌
史
』真
理
社
、
昭
和
二
四
年

二
八
一
〜
二

八
九
頁
参
照

（
20
）

以
下
引
用
は
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
フ
ォ
ル
リ
ズ
ム
短
歌
の
確
立
へ
」

（「
勁
草
」
第
二
巻
第
三
号

昭
和
五
年
三
月
）
よ
り
。
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